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本研究の目的は，小学校低学年における教科横断的な教材の開発，授業実践とその評価をす

ることである．本稿では，第1学年を対象とした提案・実践を中心に報告する．本研究に関する

これまでの検討で，幼児教育との接続，STEAM教育との親和性の点から生活科の位置づけに

ついての検討が妥当であること，数理的要素についての再考，これらを踏まえた，実践の検討

が必要であることを指摘している．教材「立体地図」の提案及びこれを用いた実践の結論とし

て，低学年における生活科を中心とした横断的教材の開発及び実践に対し，図画工作科との横

断を取り入れることの有効性，「方法的能力」及び「空間認識能力」の育成への効果が窺われた． 
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1. 問題の所在 

本研究の目的は，小学校低学年における教科横断

的な教材の開発，実践及びその評価を行うことであ

る．特に，生活科を中心とし，算数科，図画工作科及

びプログラミング教育での横断的教材の開発に取り

組む．  
竹中・辻（2021，2022）は，生活科の位置づけに

ついて，「幼児教育との接続」と「STEAM教育との

親和性」という二つの観点に基づき，科学的・数理的

な側面から検討する妥当性を明確にしている．また

竹中・辻（2024）は生活科における「気づき」の特

質について，朝倉（2004）による「認識の芽であり

知識・理解に発展すること」に注目し，特に科学的・

数学的な対象についての認識の芽に焦点をあてて検

討することが，低学年におけるSTEAM 教育を実現

し，ものの理を追究する力の基礎の育成につながる

ことを理論的に明らかにしている．このことは，中学

年以降における科学的・数学的な学びとともに，「総

合的な学習の時間」をはじめとする，求められる教科

横断的な学びの基礎を培うことにもつながると考え

る． 
一方で，生活科と算数科・理科とのつながりについ

て検討する中で，以下の課題があることを指摘して

いる（辻・竹中, 2024）．まず，算数科とのかかわり

が薄く，数や量に関する内容に限定されていること

である．次に幼稚園との接続並びにSTEAM教育との

親和性に基づく，これからの生活科を中心とした教

科横断的な学びのための授業の計画（教材開発を含

む）・実施・評価である． 
以上を踏まえ，辻・竹中（2024）における提案を

改善し，教科横断的・学年横断的実践の提案・実施に

より課題解決に取り組むものである．なお，本稿では

生活科と算数科，図画工作科の横断的な学びを意図

した第1学年での取り組みについて中心に考察・検討

する． 

2. 生活科と算数科を横断した教材の

開発と改善：第 1 学年「立体地図」 

2.1. 教材について 
辻・竹中（2024）は，辻（2020）による幼児教育

と算数科との接続性，幼児教育へのSTEAM教育の観

点を導入する必要性，および關（2019）による生活

科に関する考察：生活科のハブ的役割，をもとに，生

活科と算数科・図形領域との横断に焦点を当て，教材

開発について理論的に検討している．具体的には，第

1・2学年生活科「まちたんけん」「がっこうたんけん」

と第1学年算数科「かたちあそび（立体）」「ものの位

置」を横断させた学習としての「立体地図」の作成で

ある（図1）．  
この教材に期待される可能性として次の3点をあ
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げることができる．第一に，生活科における「方法的

能力」と「空間認識能力」の育成への寄与である．關

（2019）によれば，「方法的能力」とは，コミュニケ

ーション能力と探究的能力からなり，「観察・見学⇒

記録・作図⇒制作・工夫」という子どもの活動プロセ

スを通して育成される．また「空間認識能力」は，三

次元と二次元を行き来し，三次元のものを創り上げ

ていく能力であり，生活科での発達段階を考慮した

その育成の重要性を關は指摘している．  
以上は，低学年の算数科「立体」に深く関わってお

り，第二の可能性として算数科における数学的活動

を通して「図形についての理解の基礎」を培うことへ

の寄与につながる． 

そして第三の可能性として，STEAM教育・エンジ

ニアリングにおけるプロトタイピングを低学年にお

ける活動として実現するものであり，生活科の「気付

き」ともかかわり，ものの理を追究する力の基礎を培

うことへの寄与である． 

図 1：教材「立体地図」（辻・竹中, 2024） 

2.2. 改善：図画工作科との横断による広がり 

2.1.で述べた教材は，生活科と算数科の横断的な学

びを実現するものとして検討を重ねてきたものであ

る．しかし，その中で図画工作科との横断により，発

達段階の特性を生かした生活科を中心とした横断的

教材の可能性を広げることが見出されている． 
これは，「まちたんけん」「がっこうたんけん」にも

とづく実践計画の変更を要し，「架空のテーマパーク

のミニチュア作成」の活動を取り入れたことがきっ

かけである．本実践で児童が立体地図に創り上げる

建物は，「まちたんけん」などを通して観察される実

在の建物ではなく，凱旋門やスカイツリーなど，世界

中の有名な建造物である．よって本実践では写真（二

次元）から建物（三次元）を創るための「観察」から

活動が始まる．この「観察」について，幼児教育との

接続並びに生活科との横断的な観点から，造形的な

見方・考え方が重要になると考える．建物などに対す

る第1学年児童の観察は，形の特徴やその機能性など

数学的な見方・考え方だけではなく，色などを含めた

美しさなども含まれることは発達段階として自然で

ある．特に今回の建造物は，文化的な背景を持ち，そ

れが特有の形や色によってあらわされているもので

ある．生活科を中心とした横断的な教材開発におい

ては，このように各教科の見方・考え方が多様に表れ

ることで，児童同士のコミュニケーションや「建物を

つくる」ために必要な探究が一層促されることが期

待できると考える． 

図 2：教材「立体地図」（改訂） 

3. 授業の実施とその評価 

3.1. 授業の概要 

2.で提案した教材を用いた授業の概要については，

下記の通りである． 
（1）実施日：2025年2月13日・18日 
（2）対象：都内公立小学校第1学年31名 
（3）授業計画：表1参照 
（4）授業者：筆者を中心とする研究メンバー 
（5）記録：動画，静止画，ワークシート 
（6）その他：グループは3～4人で構成，計8グル

ープで活動を行う 

3.2. 児童の活動 

授業について本研究では，児童の活動と教科の関

係を明らかにすることを評価とする．本稿では特に，

2月18日に実施した2時間における児童の活動に注目

する． 
本時は，導入において13日の授業で取り組んだ算

数科における「かたち（立体）」の学び，建物創りに

関するグループの作業の進捗についてワークシート

の続きを記入する活動を行っている．児童同士の協

働のスタイルと進め方は多様である．創ろうとする

建物に使われている形の特徴，建物を創るために「ど

んな形をいくつ使うのか」を話し合って決めること 
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表 1：授業計画 

ができるグループ，グループの中心となる児童が提

案した内容を他の児童が了解して進めるグループ，

手を動かしながら，写真に箱を当てて比較しながら

全体像を探るグループなどである．また個人の参加

の度合いもそれぞれである．しかし，どのグループも

そっくりに作ろうと考えながら進めている様子が見

られる． 
地図上における建物の配置（図3）では，大きさな

どの関係から，研究メンバーが児童の意見を聞きな

がら行っている．また作成した建物について，授業の

最後で各チームの代表の児童が工夫した点などを発

表している．この時間について，児童の発表は，「鑑

賞」の時間としての図画工作科の視点にかかわるも

のと，図形についての理解の基礎と定着が見られる

算数科の視点にかかわるものとの双方が混在してい

る．これは評価の観点の違いにつながるものであり，

教科横断的な学びや取り組みにおいて，今後検討を

進めることが求められるところである． 
最後に全体として，生活科における「方法的能力」

及び「空間認識能力」の育成に対する可能性の高さが

みられたと考える．上述した通り，13日における活

動も含め，本時の導入から建物創りの活動の流れの

中で，二次元（写真）と三次元（建物創り）の行き来

が個としても児童同士の協働においてもみられてい

る．關（2019）が指摘する三次元から二次元への作

図に関する活動には，今回取り組むことはできてい

ないが，二次元から三次元への創造と想像，例えば写

真では見えない部分についての補完にかかる思考や，

対称性に関する直感的な理解に基づく創造などが垣

間見られている．また協働的活動においては「観察⇒

計画⇒制作・工夫」およびグループのメンバーによる

コミュニケーションなどの活動が見られている．關

における「方法的能力」の「記録・作図」は制作に向

けた探究ともとらえられ，今回の制作のための「計画」

がこれに類似する活動といえる． 

 
図 3：立体地図 

4. まとめと今後の課題 

本研究は，小学校低学年における教科横断的な教

材の開発，授業実践及びその評価を目的とし，生活科

を中心とした，算数科，図画工作科及びプログラミン

グ教育での横断的教材の開発・実践に取り組んだ．本

稿では第1学年における実践の結果，図画工作科との

横断の可能性と効果，生活科における横断的な学び

を通した「方法的能力」及び「空間認識能力」の育成

への寄与などが確認され，教材並びに実践として一

定の成果を得ることができたと考える． 

一方で，主な課題として次の2点が挙げられる．ま

ず，教科横断的な学びにおける評価の観点や方法の

検討である．3.2.で述べた通り，教科横断的な学びに

おいては，一つの活動が複数の教科の観点からとら

えられる．各教科の観点から児童の成果物や身に付

けた知識・技能，思考力等を捉え，個々の児童の多様

な学びへとつなげていくこと，さらにそれぞれの教

科のよさについて児童が感得し，次の学年での学び

につなげていくことができるようにすることが必要

日時 児童の活動 教科 
2月13日 

3校時 
身の回りにある形を調べ

る（グループ） 
算数科 

4校時 

建物を制作するために必

要な「形」について，「どん

な形がどれだけ必要か」を

考える（グループ） 
※グループで一つの建物

を制作する 
※制作する建物は，写真（1

視点）をもとにする 
※グループによっては，建

物創りに進んでいる 

生活科×算

数科×図画

工作科 

2月18日 

1校時 建物の制作（グループ） 
生活科×算

数科×図画

工作科 

2校時 

・建物の完成（グループ） 
・立体地図の完成と鑑賞

（グループ⇔全体） 
・紹介文の作成（個人） 

生活科×算

数科×図画

工作科 
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であり，教科横断的な学びならではの評価の枠組み

が求められる． 
次に学年横断の教材開発の必要性である．生活科

が低学年での教科であることに加え，算数科・図形領

域における内容の系統性，図画工作科においては，目

標及び内容に関して，第1学年及び第2学年のまとま

りとなっていることなどから，学年横断の観点が必

要であると考える． 
この点について，本研究では第2学年における生活

科と算数科，プログラミング教育の観点から教材開

発等を進め，実践を終えている．特にプログラミング

教育については，低学年におけるその内容と方法，生

活科をはじめとする他の教科との横断的な学びの在

り方の考察・検討に取り組んできている．これまでに

幼児教育との接続の観点から，辻（2023）は，プロ

グラミング的思考にかかわる幼児教育での教材につ

いて提案し，第1学年算数科との接続等について検討

している．また今回の内容と方法は，大竹・辻（2024）
における実践事例を改善した第2学年算数科「三角形

と四角形」の発展的な内容として導入し，プログラミ

ング的思考の基礎を培う教材を開発している．さら

に，生活科と算数科との横断として立体地図の中を

車ロボットが意図した経路で走る活動を実践してい

る（図4および図5）．以上に加え，第1学年の実践に

関する取り組みでも指摘された，評価の観点と方法

の考察・検討を進めることが課題である． 
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